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 第7童結語
 以上の研究結果を検討し・この分野に今後残された課題の一つ,デイステモナンチン全合成の可
 能性を論じた。
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論文審査要旨
 安倍信夫の論文は,カルボキシフラボノイド化合物に関する研究であり,全七章よりなっている。
 第一章に沿いては,著者がこの研究を取りあげるに至った動機についてのべている。即ちフラボ
 ノンまたはフラボノール誘導体が特殊な薬理作用を有ずることより,親水性の置換カルボキシル基
 をその骨格に導入し水溶性フラボノイドを,合成を行い,更に従来その合成が望まれていたデイテモ
 ナンチンの骨格構造の合成をも行った。以下章を追ってのべる。
 第二章においては6一カルボキシフラバノン類吾よびその誘導体の合成およびその反応について
 のべている。2一ヒド・キシー5一カルボキシアセトフエノンと種々の芳香族アルデヒド類とを縮
 合せしめ,それぞれ相当するカルボキシカルコン類を褐,更に酸触媒で閉環反応を寿こない相当す
 る6…カルボキシフラバノン類を得た。
 第三章では,2～カルボキシフラバノン類訟よびその誘導体の合成むよび反応についてのべて
 いる・種々の置換基を有するアセトフエノンにオルノフターノレアルデヒドをアルカリ縮合せしめる
 と,不安定なカルコンを経て置換化したラクトン誘導体を与える。このラクトンをアルカリで処理
 すると開深更に別方向に閉濃して目的とする2侃フラバノンを褐た。
 第四章ではク・モノー(3,,2ノー3,4)一イソクマリン類の合成についてのべている。マ
 メ科の喬木の心材成分であるデイステモナンは新らしい異節環状化合物ク・モノ(3ノ,2㌧3,
 4)一イノクマリン骨格を有し,長奪その合成が望まれていた化合物である。爺章でのべた様な方
 法で2'一カルボキシフラボンをアルカリ性過酸化水素で酸化したのち酸で処理したと一挙にラク
 トン環をむすぱせデイテモナンチン骨格の合成に成功した。
 第5章では。一フタールアルデヒド酸とレスアセトフエノンのアルカリ縮合生成物の構造を化学
 反応並びにNMR,UV・IRなどによって確証している。
 第六章にかいては3ノーカルボキシフラボノイド化合物の合成お・よび反応についてのべている。
 即ち5一フオルミルサリチル酸とオルソーヒト短キシアセトフエノンをアルカリ縮合せしめ,相
 当するカルコンを得,これをアルカリ性過酸化水素で処理して相当したフラボノールを鴛た。
 第七章では以上の研究結果総合検討し,デイステモナンチン全合成の可能性を論じた。
 以上のべた合成反応に於いて落莫に実験を齢こない又要所要所にNMR,IR,UV等を駆使し
 て見事に構造を証明している。
 本人は昭和33年理学研究科化学専攻,博士課程を修了したものであるが,論文審査にあたって
 はまず試験委員が本人に面接した。
 婆た化学専攻の担当教授,助教授10名が参加して論文内容にっき約30分説明を求めその後約30
 分質問を行い,その結果と以上の論文内容を総合判断して,安倍信夫提出の論文は理学博士の学位
 論文として合格を認める。
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